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研究成果の概要（和文）：すべてのデータは時間的、空間的な相互作用を同時に受けながら変動

していく時空間データである。本研究では統計科学的方法論に基づき時空間データの構造を的

確に表現するモデルの構築、その理論的性質の導出、応用可能性の研究を学際的な視点から行

った。 

 
 
研究成果の概要（英文）：  In an interdisciplinary way based on statistical science 

methodology, we constructed models for spatio-temporal data ,which interact with each 

other spatially or spatio-temporally, discussed both their theoretical properties and 

applicability for empirical data  
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１． 研究開始当初の背景 

従来時空間データは、観測地点を固定
して時系列データと見なすか、逆に時間
を止めて空間データと見なして解析す
る場合がほとんどであった。 

当時国際的には時間相関と空間相関
を同時に考慮した時空間統計解析が注
目を浴び数々の成果が発表され始めた。
このような潮流に遅れることなく、国内
においても関連研究プロジェクトの早

急な立ち上げが必要と感じた。 

 

２． 研究の目的 

本研究ではまず時間相関と空間相関を
同時に考慮したモデルの構築及びその
理論的性質の導出を目的とした。すべて
のデータは時空間データである。次に構
築されたモデルの多岐な分野に渡る応
用可能性を検証することを意図した。 
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３．研究の方法 

分担者を以下の 5グループに分け、グルー
プ間の連絡を密に取りながら研究を遂行し
た。 
毎年秋に分担者全員およびこの分野の専

門家が発表する研究集会を開催した。最終年
度は世界的な研究者 3人を海外から招き、国
際研究集会を開催した。 
(1) 確率場の推測理論と応用 
(2) 生物・環境データ解析の理論と応用 
(3) グローバル・データ解析の理論と応用 
(4) ミクロデータ解析の理論と応用 
(5) 都市地域データ解析の理論と応用 
 
 
４．研究成果 
(1) 確率場の推測理論と応用に関しては、大

量時空間データの効率的解析手法の開発
および不規則観測データに関する推測理
論について成果を上げた。応用として首
都圏一円の地価データ解析に有効である
ことを示した。 

 

(2) 生物・環境データ解析の理論と応用に関
してはまず遺伝データに基づく生物集団
の空間構造の解明に成果を挙げた。次に
次に時空間相関を考慮しつつ、関数形を
規定しないフレキシブルなノンパラメト
リックな地震モデルの推定法を考案し、
地震の活動度の時空間的変化の解析に有
効なことを示した。 

 

(3) グロバール・データ解析の理論と応用に
関してはまず Echeolen 解析を用いた植
物の植生・繁茂状態の空間的特徴および
ホットスポットの検出法を開発した。ま
た森林被覆率の解析に非線形回帰モデル
をあてはめその破壊状況を明確にした。
また球面・トーラス・シリンダー上の方
向データを解析する確率分布を提案し、
風向データの解析に有効なことを示した。 

 

(4) ミクロデータ解析の理論と応用に関して
は、小地域データのように標本数が少な
いデータから安定的な推定量を得るため
の一般化ベイズ推定法の開発、またベイ
ズ統計学に基づく新たなモデル選択規準
の開発、これらの推定法・選択規準の実
際データへの有効性について検証した。 

 

(5) 都市地域データ解析の理論と応用に関し
てはまず公立中学校の額項選択制が、学
校間の生徒選択へ及ぼす時空間的影響を
新たな計量経済学モデルに基づき解明し
た。次に都市の規模及びその時空間的変
化を解明する回帰モデルの構築および理
論的妥当性を保持した回帰係数の検定法

を開発した。また市町村の医療格差デー
タに関して、人口数のばらつきを考慮し
た統計的に安定した指標を作成した。 
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